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べてるの歴史
１９７８年　回復者クラブ『どんぐりの会』活動開始
１９８０年　日本キリスト教団　浦河伝道所　旧会堂にて　メンバーが生活を始める
１９８３年　早坂潔他、昆布作業請け負い開始
１９８４年　浦河伝道所　旧会堂が『べてるの家』と命名される
１９８８年　請負作業を辞め、産地直送の昆布製品製造・販売を行う
１９８９年　『福祉ショップ　べてる』として、紙おむつの販売開始
１９９０年　昆布製品製造・販売について、精神障害者地域共同作業所として町・道から補助金をうける
１９９２年　『べてるの家の本』発行
１９９３年　『有限会社　福祉ショップべてる』設立
１９９５年　作業所・会計事務所　教会会堂から教会新会堂に移転
　　　　　　教会旧会堂　共同住居『べてる』　道と町の補助対象となる
　　　　　　第一回　幻覚＆妄想大会　開催
１９９６年　『福祉ショップ　べてる』が介護用品専門店(後に「ぱぽ」と命名)を開店
１９９９年　共同住居『しおみハイツ』道と町と国庫補助の対象のグループホームになる
２０００年　共同住居『フラワーハイツ』道と町と国庫補助の対象グループホームになる
　　　　　　共同作業所が、社会福祉法人設立の準備を開始
２００１年　共同住居『べてる』　国庫補助の対象グループホームになる
　　　　　　『社会福祉法人　浦河べてるの家　設立準備委員会』発足
　　　　　　『有限会社　福祉ショップべてる』が活動拠点を築地３丁目に移転
　　　　　　地域共同作業所『ニューべてる』活動開始
　　　　　　共同住居『おざき荘』『リカハウス』オープン
２００２年　『社会福祉法人　浦河べてるの家』設立　法人法部を築地３丁目に移動
　　　　　　精神障害者小規模通所授産施設『浦河べてる』『ニューべてる』活動開始
２００３年　大通り４丁目に　地域とべてるのお茶の間『４丁目ぶらぶらざ』開店
　　　　　　共同住居『レインボーハウス』オープン
２００４年　『浦河べてる』活動拡大、野外作業(農産・水産)開始。「新鮮組」と命名。
２００６年　『ぜんせいれん浦河大会』の事務局を『どんぐりの会』に置き、開催
　　　　　　『べてるセミナーハウス』が築地２丁目にオープン
　　　　　　小規模通所授産施設『浦河べてる』活動拠点をセミナーハウスに移転
　　　　　　グループホーム『潮見ハイツ』がセミナーハウス２Fに移転・共同住居『みかん』スタート
２００７年　『NPO法人　セルフサポートセンター浦河』発足　ピアサポート事業を展開
　　　　　　グループホーム『ぴあ』スタート
２００８年　自立支援法施行に伴い、小規模通所授産が就労継続支援B型事業へ施設形態移行
２００９年　就労移行支援事業、生活介護事業スタート
　　　　　　グループホームが一体型（グループホーム・ケアホーム）支援となる
　　　　　　『四丁目ぶらぶらざ』が『カフェぶらぶら』としてリニューアルオープン
２０１０年　『日本精神障害者リハビリテーション学会 第18回 浦河大会』の事務局をべてるに置き、開催（予定）
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Ⅰ. 社会福祉法人　浦河べてるの家
●べてる就労サポートセンターべてる

○昆布製品製造チーム

○発送チーム

　

○オリエンテーションチーム

　オリエンテーションチームでは、全国からべてるにいらっ
しゃる来客者の方々を歓迎しています。
　問い合わせの対応から、当日の受付・オリエンテーショ
ンなど、より多くの方にべてるを体験してもらえるようミー
ティングで案を出しています。2009年度は延2,500人のお
客様がべてるを目的に浦河に訪れました。
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　浦河町の特産品、日高昆布を仕入れて加工販売して
います。
　昆布には1等～5等までの等級があり、用途にあわせ
てつかいわけます。
　昆布作業は、病気との付き合いを練習しているメン
バーにとって、よいコミュニケーションの場となって
います。
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　発送チームでは、製造チームで製造された昆布商品をはじめ、べてる
で取り扱っている関連書籍やVHS・DVDなどを全国のお客様に向けて発
送しています。
　製造チームや経理部門などとの連携や、チーム内でのコミュニケー
ションが必要で、高いスキルが求められますです。
　発送チームはべてるの商売部門の全国の窓口として活躍しており、お
客様や取引先との電話対応などを適切に行わなければなりません。
　そのため、発送チームのメンバーは日頃から意識してSSTで苦労の情
報公開をしています。

べてるの見学・研修　受付中！

べてるでは、見学・研修を随時受け付け
ています。(土日・祝日・年末年始を除く)
べてるのメンバーがオリエンテーションを
行います。もちろん、各ミーティングや
SST、当事者研究も参加出来ます。
是非べてるに遊びに来て下さい。

見学料：お一人様2,000円(資料代込)
団体・研修の場合はご相談下さい。
※お問い合わせはべてるまで。



○グッズチーム

　グッズチームでは、べてるのTシャツを始め、パーカー、
トレーナー、エプロン、さをり等、べてるオリジナルグッ
ズの企画・製作・販売を行っています。
　毎週木曜日の１５時から行われるグッズミーティングで
は、毎週たくさんのアイディアが生まれます。

○べてるめんめんチーム

　べてるめんめんチームは、べてるセミナーハウスで無添加のうどんの製造を行っています。完全受注生産
で、メンバーが町内を営業にまわり、注文を受けつけています。ひとつひとつ丁寧に製造、配達まで責任を
もって安心・安全な食品のお届けをしています。
　『おいしい』と評判で、口コミでお客様の輪も広がり、べてるに問い合わせの電話も来るほどです。

○新鮮組

　新鮮組では、べてるセミナーハウスを拠点として、べてるの各拠点・住居のゴミ回収と浦河町ゴミ処理場
への搬入、リサイクル、敷地管理、主にメンバーの引っ越しや清掃業務・自転車パンク修理等を行っていま
す。
　リサイクル品は、退院してくる仲間の新しい生活に役立っています。
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○四丁目ぶらぶらざ

　四丁目ぶらぶらざとは、浦河町の大通４丁目にあるべてるの活動拠点のひとつで、 2009年4～6月にか
けて改装が行われ、同年7月に『カフェぶらぶら』としてリニューアルオープンしました。 
　改装には、 改装には、『藁』を積み、『土』を塗る『ストローベイル』という建築方法を取り入れて行
われました。カフェのコーヒーも「有機無農薬」にこだわり、
　商店街に加入し、物販のコーナーではべてるの昆布商品・関連書籍はもちろん、地域の方の商品も扱って
います。毎週火曜日に行われるミーティングでは、店番をしてよかったことや苦労したこと、更に良くする
点をあげ、SSTで接客の練習もしています。　 
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●べてる生活サポートセンター　(グループホーム・ケアホーム・共同住居)

　浦河町内には、べてるのメンバーの暮らす住居が数多くあります。
　社会福祉法人浦河べてるの家の運営するグループホームが4棟（べてる・フラワーハイツ・潮見ハイツ・
ぴあ）３０名、共同住居が５棟（おざき荘・レインボーハウス・ひかり・みかん・リカハウス）２５名。そ
の他、共同住居としてたのし荘・きれい荘・しおさい荘・武田ハウス・駅前ハウスなどがあり、合計で約８
０名以上のメンバーたちが暮らしています。
　グループホーム・ケアホームでは世話人・支援員が生活の支援を行っており、共同住居では、ホームヘル
プサービスを利用しながら生活をしている人もいます。
　

　　その他、一般のアパートや実家などで生活しているメンバーもいます。
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○住居ミーティング

　グループホーム・共同住居ごとに、毎週曜日と時間を決めて一
緒に住むメンバーや応援するメンバーが集まり、一週間生活して
よかったこと、苦労していること、更に良くする点を話し合っ
ています。



Ⅱ. 有限会社　福祉ショップべてる

○介護保険　福祉用具貸与事業 

○介護用品専門店　『ぱぽ』営業

○浦河赤十字病院 　営繕部門 請負
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福祉ショップべてるでは、介護保険の福祉用具貸与事
業を行っています。
　専門の研修を受けたメンバーが福祉用具専門員とし
て名を連ね、介護ベッドのレンタルをはじめ、おむつ
の一個からの配達等を行っています。

　浦河赤十字病院から徒歩３分の立地に、福祉ショップべてる
の支店として、介護用品専門店『ぱぽ』を構えています。
　店内には、介護保険を利用して購入できるおむつをはじめ、
介護用杖、ストーマ等を取り揃えており、車いすやポータブル
トイレ等も購入することができます。
　店番はメンバーを中心に行っており、苦労があれば、SSTの
課題として練習します。

　浦河赤十字病院の営繕部門を請け負い、病院の医療廃棄物の回収・処理、病院の敷地管理、医師住宅
の管理等、病院内外で様々な仕事を行っています。



Ⅲ. 回復者クラブ　どんぐりの会

　どんぐりの会とは、精神障がいを体験した当事者の自助グループです。
　1978年当時、長い入院生活を終え退院した佐々木実氏(現・社会福祉法人 浦河べてる
の家 理事長／有限会社 福祉ショップべてる 社長)の退院祝いを浦河町内の焼き肉屋で行
い、『これから自分たちはこの町で一体どう
やって生きていったらいいのだろう』という
ことを当時の浦河町の精神障がい回復者の仲
間と語り合ったことから活動が始まりまし
た。
　現在、精神障がい当事者の社会的自立を達
成するための各種の事業を実施しており、会
員数は約１００名。当事者同士が地域で生活
ができるように相互に支援しあうことを会の
目的としています。

Ⅳ. NPO法人 セルポ(セルフ・サポート・センター)浦河

　NPO法人セルポ(セルフサポートセンター)浦河は、浦河で３０年の歴史のある『回復者
クラブどんぐりの会』のピアサポートの育成・派遣、研修の機能などを法人化したもの
で、ピアサポーターの育成・派遣を行っています。
　目的は、地域で暮らす当事者の応援や、入院から退院に向けて意欲的になっている方へ
の応援等を行うことにより、地域で生活する精神障がい当事者同士のピアサポートネット
ワークを強化することです。
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○しあわせ研究所
『しあわせ研究所』は『当事者研究』の普
及活動をしています。

○国際交流部
近年の浦河の精神保健福祉活動の国際化に
合わせて、国際交流部を設置し、国際交流
をすすめています。

○地域交流部
地域の関係機関と連携しながら、様々な
『出会い』の機会を創造していくような企
画を行っています。



Ⅴ. 協同オフィス『いいっ所』

　一人一起業を理念に、仕事を求めるメンバーが集って立ち上げた共同労働オフィスで
す。『いいっ所』には現在、KATE CLUB、SK工房、回復者クラブどんぐりの会、むじゅ
ん社、NPO法人セルフサポートセンター浦河が登録しており、共同で出資して運営してい
ます。
　ばらばらの場所でばらばらの仕事をするのではなく、同じ場所（オフィス）を共有し、
それぞれの得意分野に応じてみんなで仕事をシェアし合っています。合同で仕事前ミー
ティングを行ったりすることで、弱さの情報公開をしながら働きます。自分を上手に助け
ながら働く工夫をしていくことで、自分にも病気にも優しい『良い苦労』ができます。

● KATE CLUB
様々なスキルを持つメンバーが集まって結成されたワーキングシェアグループで
す。
べてるの家の活動に関するちらし、イラスト、資料、写真、映像、ホーム
ページ、ウレシパの会の会報作成など、様々な分野で浦河の精神保健福祉活
動を下支えしています。　　　　　　　　　　　　　　代表：川端しゅん

●SK工房
イラストレーター SHOKO-K（加藤木祥子）による個人事業です。
様々なイラスト・編集・デザイン加工の請負いや、オリジナル商品制
作（絵はがき...etc）などをやっています。むじゅん社とのコラボ
で、にがおえ入り名刺や絵はがきシリーズなどもやっています。
『自分を助けながらの起業術』を研究しながら、日夜お仕事に励んで
います♡

●むじゅん社
むじゅん社は、人間関係や自分のコントーロール障害などの苦労で
虚しさを抱えた4人の女性メンバーが活動している就労グループで
す。キーワードは「女性」「金欠」「過疎」「病気」です。浦河の
最弱小企業です。応援よろしくお願いします。
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＊起業理念
・虚しさを絆に
・体と心に優しい会社づくり
・いつでも廃業
・期待されない会社
・安心してサボれる、潰れる、
通える、語れる会社づくり
・命がけの苦労が資本

＊事業内容
・CD、DVD、はがきetc
・安心グッズ作成販売
・名刺作成
・データー入力
・イベント企画
・英語通訳、翻訳
・音楽と語りの出張もします♪

＊ミーティング
メンバーMT（良かったことと苦労の分かち
合い）、理念MT（理念にそって自分と会社
との付き合い語り）、仕事前MT（お客さん
状況と1日の作戦会議）
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Ⅵ. その他全国ネットワーク☆

●ウレシパの会

　ウレシパの会とは、浦河の精神保健福祉活動を応援する会
です。会員相互の交流を図り、べてるの家をはじめとする浦
河における精神保健福祉活動の支援に人的・物的に協力する
ことを目的としています。

●家族会　遊

　浦河につながりを持つ当事者の家族が集まり、全国的なネット
ワークをつくっている家族会です。
　『家族にも回復が必要である』
という考え方のもと、家族同士で
苦労を語り合い、生きる力を取り
戻そうということからこの家族会
は発足しました。
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○『遊』　の理念
・困ったときには外に出て語り合おう
・自分を少しでも褒めてみよう
・仲間と手を取り合いながら
・大きな苦労を豊かな喜びに
・まかせる勇気、信じる力

『ウレシパ』とは、アイヌ語で『互
いに育てあう』という意味です。

年会費：一口3,000円
　　　　(該当年度内に納入)
振込先：口座番号　02760-4-56675
　　　　口座名義　ウレシパの会

○事業内容
・会員の募集及び年会費の徴収
・年６回程度の会報発行
・寄付金を呼びかけ、会の運営及び浦
　河べてるの家や関連した事業、当事
　者活動へ寄付の送付に利用
・講演会や研修会への協賛
・会員相互の交流
　　　　　　　　　　　・・・等。

○会員特典
・ウレシパの会の情報や、浦河の様子
　が満載の会報が受け取れます！
・べてる通信『ぱぴぷぺぽ』が会報と
　一緒にお届けされます！
・べてるの家からのダイレクトメール
　が受け取れます！
・ウレシパ限定の講演会・交流会があ
　ります！



各種ミーティング紹介  ～三度の飯よりミーティング～
べてるでは、『三度の飯よりミーティング』という理念通り、数多くのミーティングが行われています。
種類ごとに紹介します。

●自分を助けるプログラム
　べてるでは、精神障がいという苦労を抱えながら地域で生活するために、数多くの自分を助けるプログラ
ムがあります。そのほとんどは、認知行動療法の考え方に基づいて行われています。 

○当事者研究
　当事者研究とは、誰しもが持っている生きにくさを仲間と共
に共有することにより、研究というアプローチから深めていく
ものです。そこで生き方のパターン図や、ユニークな対処方法
も生まれます。
　最近では、専門家も『支援者としての当事者』という視点か
らの研究や、浦河町内でも『研究するまち うらかわ』『生涯
研究のまち うらかわ』を目指し、町民の方々も自らの取り組
み(仕事や商売など)についての研究も報告されています。
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○SST　(Social Skills Training；生活技能訓練)

　SSTとは、生活や病気の苦労や、その背景にある認知や行動上
の苦労を具体的な課題としてあげ、ロールプレイをし、コミュニ
ケーションの練習をする場です。参加した仲間の正のフィードバッ
クや、スキルのモデリングを大切にしており、認知行動療法のひと
つです。べてるでは、SSTのプログラムが一週間の間に４回行われ
ており、また、他のミーテングや普段のメンバーとスタッフとの関
わり方にもSSTの理念が根付いており、面接場面などでは一対一
で行うミニSSTも多く活用されています。
　リハビリテーションよりコミュニケーションというべてるの理念のもと、人間関係のコミュニ
ケーションの練習だけではなく、商売に取り組むためのSSTも多く行われています。べてるに
とって商売は日常であり、具体的な生活に関わるものです。それをいかに回復(リカバリー)に結び
つけていくのか、というところを大切にしています。
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○金曜ミーティング
毎週金曜日１１時より、べてるのメンバー、デイケアのメンバー、
入院中の仲間も参加する、べてるで一番大きなミーティングです。
今週の苦労人発表の場面では、自分の苦労を多くの仲間に語り、同
じような苦労を抱えている仲間からアドバイスをもらいます。 

○幻聴ミーティング
幻聴で苦労しているメンバーが、
幻聴の苦労や対処の方法について
仲間と話し合います。 

○上っ面ミーティング
本当の自分探しミーティング。
上っ面をなくすためではなく、
上っ面は生きていく上で大切なス
キルとして捉え、上っ面を使って
も苦労しない本当の自分を知る
ミーティングで、仲間と上っ面の
研究をします。

○メンバーの会
一週間の苦労を仲間に伝え、更に
良くするところを一人づつ発表し
ていきます。

○退院クラブ
入院中の仲間が退院を目指し、退院後の生活に必要な
スキルなどを学びます。
普段一人では外出しにくいメンバーもべてるに訪問し
たりという活動を通し、退院クラブで病院の外と繋が
るきっかけを作り、退院後のイメージを具体的につけ
ます。

○ピアサポートミーティング
入院中の仲間への退院促進事業として、メンバーがピ
アサポーターとなり、浦河保健所・浦河赤十字病院・
べてるが応援して行うミーティングです。

○カップルミーティング
毎月２２日前後に行われる、カッ
プルに関するミーテイングです。
カップルとして一ヶ月でよかった
点、苦労している点を報告しあ
い、さらによくする点を研究しま
す。苦労していることをもと
に、SSTなども活用して行ってい
ます。

○ハートミーティング
『恋愛っていいもんだ』という理
念のもと、自分の大切さ、相手の
大切さを尊重し、命の大切さにつ
いても考えるミーティングです。
浦河保健所・浦河町・浦河赤十字
病院・べてるのスタッフ・べてる
メンバーで企画し年数回行いま
す。

○今度生む社
カップルミーティングやハート
ミーティングを行う為の情報を提
供したり、コンドームを配布して
啓発活動をしています。
理念は、『子どもを作るときは相
談を』『自分を大切に・相手も大
切に』です。

○あじさいクラブ
子どもをもつメンバーの子育てミーティング。

○熟年クラブ
４０歳以上のメンバーのため
のプログラム。
部屋に閉じこもりがちなメン
バーの所へ、熟年カーで訪
問。お茶を飲みながらお話を
したり食事会をしたりしま
す。

○金曜スペシャル
毎週金曜日、病気の知識やいろいろなこ
とを学ぶ場になっています



●自助グループ

●就労系プログラム

●防災活動

　べてるの家のある浦河町は、太平洋沿岸に位置し、地震が多い地域
です。べてるのメンバーは地域で生活しており、住居のほとんどは海
岸線に立地しているため、災害時などいざというときには自分で自分
を助けなければなりません。
　防災活動も、自分を助けるためのひとつのスキルとして、『練習す
ればよい』というスタンスで、ミーティングを繰り返しながら工夫を
開発しており、現在は地震津波対策に重点をおき取り組みを進めてい
ます。
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○朝ミーティング
９時１５分より、今日の体調と気分を報告し、働く時間
の申告をする仕事前の朝ミーティングを行います。
共同住居の様子もあわせて報告しあっています。

○仕事振り返りミーティング
仕事の後は振り返りミーティングをします。仕事してよ
かったこと、苦労したこと、更によくする点を、明日に
持ち越すことなく新鮮なうちに、自分の気持ちを言葉に
して仲間に伝えます。

○各事業ミーティング
各事業のチームごと、昆布や４丁目ぶらぶらざ、グッ
ズ、新鮮組など、それぞれのチームごとに、メンバーが
事業や人間関係でよかったことや苦労していること、さ
らに良くする点を話し合います。

○不調部長会議
各事業チームの部長達が集ま
り、チームの一週間の活動、
よかったこと、苦労、今後の
活動を語り合います。
部長達はみんな不調でもそれ
で順調。

○経営ミーティング
べてるの売り上げについてや経営について、メンバー同
士共有し、メンバーと一緒にべてるの経営について考え
ていくミーティングです。

○SA（スキゾフレニクス・アノニマス）
統合失調症の自助グループ。
『SA８ステップ(精神障がい体験者のための回復ステッ
プ)』を使い、自分の気持ちを話す場で、匿名性を保ち、
『言いっぱなし・聞きっぱなし』で行われます。
『まかせること』SAサブステップもあります。
オープン日は、第１・３・５火曜日。

○WA（ウーマン・アノニマス）
SAのプログラムを女性だけのグループで行っています。

○AA（アルコホーリクス・アノニマス）
飲酒をやめたい、という願いをもった人たちのための自
助グループ。経験と力を分かち合って共通する問題を解
決し、ほかの人たちもアルコホリズムから回復するよう
に手助けしたいという共同体。
プログラムは、『AA12のステップ』『AA12の伝統』
や、関連書籍等を使って行われ、匿名性を保ち、『言
いっぱなし聞きっぱなし』で行われます。

○GA（ギャンブラーズ・アノニマス）
ギャンブルをやめたい、という願いをもった人たちのた
めの自助クループ。経験と力と希望を分かち合って共通
の問題を解決し、ギャンブルの苦労から回復するように
お互いを助け合う共同体です。
ミーティングは、『GA12のステップ(回復のためのプロ
グラム)』『GAの12の伝統(統一のためプログラム)』な
どを使い、匿名性を保ち、『言いっぱなし聞きっぱな
し』で行われます。



●支援プログラム会議

○ケア会議
べてるのスタッフと浦河赤十字病院スタッフ（Dr. Ns. SW）とでメンバーのニーズがより
実現できるよう応援するミーティングです。
メンバースタッフも参加し、支援が必要なメンバーの応援をします。

○地域連携会議
ケア会議のメンバーの他に、浦河町、浦河保健所、日高支庁ケースワーカーが集まりメン
バーのニーズがより実現出来るよう応援するミーティングです。毎月１回、浦河町役場を
会場に行われています。
メンバースタッフも参加し、支援が必要なメンバーの応援もします。

○応援カンファレンス
べてるを利用する人たちが抱える苦労の応援ミーティングを、
『応援カンファレンス』と呼びます。
べてるでは毎日のように、いい苦労をしているメンバーたちか
らの『カンファレンスお願いします』と言う声が飛び交いま
す。

○浦河障がい者施設連絡会議
自立支援法の施行に伴い、浦河では三障がいの施設間での連絡を強化しました。
精神分野のべてるの家、知的分野の浦河向陽園、身体分野の浦河わらしべ園、医療の浦河
赤十字病院が集まり、浦河町内の障がい者のニーズを実現出来るよう話し合ったり、交流
したりしています。専門職の育成・教育のため、実習生（学生）の相互交流なども行って
います。

○子育て支援検討会議(応援ミーティング)
浦河には、いろいろな苦労を抱えながら子育てをしている家庭を、地域のいろいろな機関
(浦河保健所・浦河町・教育委員会・浦河赤十字病院・児童相談所・日高支庁・子ども家
庭支援センター・べてるの家等)が応援をする『虐待防止ネットワーク』があります。
月に一度、本人と関係機関とが集まって『応援ミーティング』を開き、親自身が自分と向
き合ったり、子どもに必要な環境を整えるために応援しています。

○PST（Professional  Skills Training）
PSTとは、ＳＳＴを関係スタッフのコミュニケーションプログラムとして工夫して実施す
るものです。浦河では、支援者もいろいろな相談援助場面を想定して、練習課題を持ち寄
り、練習しています。
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